
注目の判例の記事が更新されました
ＮＨＫ受信料契約訴訟の結末に関する判例です。是非、ご一読下さい。

『ＮＨＫ受信契約訴訟の結末－最高裁判所判決・平成２９年１２月６日』

早稲田駅伝
 

先月、知り合いの司法書士の先生にお誘い頂き早稲田駅伝に出場しました。

早稲田駅伝とは、主に早稲田大学OB・OGが5人1組のチームを組んで各々1区から5区までを走る駅伝大会です。
私は華の2区ということで、一番長い区間の６．２５キロを走りました。
周りの出場者の早いペースにつられて中々苦しい思いをしましたが、タイムは31分23秒ということで、自分でも納得の走りができまし
た。

早稲田大学中退のサンプラザ中野くんさんがゲスト出演し、名曲『Runner』を生で聴けるなど充実した大会でした。

弁護士　鴨田譲

 

首都圏生活保護支援法律家ネットワークのホームページ移転のお
知らせ
首都圏生活保護支援法律家ネットワークのホームページが移転しましたので、お知らせいたします。
現在、登録法律家は約２５０名です。

http://seiho-lawyer.net
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バーニー・サンダースの世界変革マニフェスト
公正な税制を求める市民連絡会で、一緒に取り組みをしている合田寛さんが紹介してくれました。
勇気を鼓舞されます。

バーニー・サンダースは英紙ガーディアンに世界変革のためのマニフェストを投稿しました。
その内容はマルクスのちょうど170年前の「共産党宣言」を彷彿させる抑圧された世界の人たちへの力強い呼びかけです。
宣言はこのように主張しています。

この100年、ごく少数の富裕者がそれ以外の圧倒的多数の人々の生活を支配してきた。富の極端な集中と不平等のために、世界の人々は
民主主義に対する信頼を失いつつある。この結果、世界は権威主義と極右の台頭を許し、他方、左翼からも民族主義の憎しみの炎が燃え上
がっている。
民主主義を信じる我々は憎しみと対立の代わりに、希望と連帯のメッセージを世界に提供しなければならない。新しい国際運動は国内およ
び国際的な構造的不平等とたたかう。ローマ教皇が述べたように「貨幣への崇拝」、「適者生存」の考え方を克服しなければならない。
今は世界史の転換点だ。技術の目覚ましい発展によって、われわれはグローバルな富をもっと公正に増加させる能力を有している。貧困を
なくし、よりよい生活と地球環境を実現する手段は我々の手にある。
タックス・ジャスティス・ネットワークはタックスヘイブンに税を逃れてため込まれた資金を21~32兆ドルと推定しているが、我々が
タックスヘイブンをなくすためにたたかえば、そこから生み出される収入は、世界の飢餓をなくし、人々に仕事を与え、極端な不平等をな
くすために使うことができる。
それは我々がともに立ち上がり、力ある権力者に立ち向かう勇気を持つならば可能だ。我々の子供たち、孫たち、そしてこの地球のために
やらなければならないことだ。（合田　寛2018.1.17）

弁護士　猪股　正

（記事に関連するリンク）
公正な税制を求める市民連絡会のホームページ
公正な税制を求める市民連絡会Facebookページ
バーニー・サンダース　ツイッター
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http://tax-justice.com/
https://www.facebook.com/tax.justice.jp/
https://twitter.com/BernieSanders


憲法について考える
 

先日、事務所の先輩弁護士とともに埼玉協同病院で憲法の学習会の講師を担当させていただきました。
内容は、憲法の基本的な点や自民党が進めている改憲に関する話です。
構成は最初に弁護士から講義をして、その後にグループごとにディスカッションをするというものでした。
参加者は私より若いであろう病院の職員の方から、お年を召した組合員の方まで幅広い年齢層の方が参加してくださり、グループもいろん
な年齢層の方で構成されていました。
私もいくつかのグループにお邪魔させていただきましたが、たくさんの質問を受けました。
また、若い人も憲法や国民投票について自分の意見を持ち、発言していました。
憲法に関する活動に参加されている方は、ご年配の方々が多い印象だったので、世代を問わず関心を持っている方が多くいらっしゃること
がわかり、とてもうれしくなりました。

特に危機感を抱かれていた方が多いという印象を受けたのが、改正案が発議されてから国民投票が開催されるまでの期間の短さです。
私たちは、わずかな期間の中で、自分や自分の下の世代の将来を担う憲法について考え、自ら選択しなくてはなりません。
そのために事前に情報を得て、自分自身の考えを持っておく必要があります。
ただ、学習会の中では、どのようにしてそのような情報を得ていったらよいか、という質問がありました。
このように何となく考えないといけないと思いながらもどうしたらいいかわからない方はたくさんいらっしゃると思います。

今後も学習会を通して皆さんが日本の未来について考えるお手伝いができればと考えています。

弁護士　鈴木　満

2/11 どうする？日本の財政－公正な税制により社会保障の
充実を求める＠徳島
２月１１日（日）、公正な税制を求める市民連絡会主催の集会「どうする？日本の財政－公正な税制により社会保障の充実を求める」が、
徳島で開催されますので、ご案内させていただきます。

　財政や税制は、経済の発展や一部の大企業を潤すためではなく、全ての市民が人間らしく生きることを支えるために存在しているはずで
す。現在、「財源がない」という理由で、教育、医療、介護、年金、障害者福祉、生活保護等のあらゆる分野において社会保障の削減が進
められ、その一方で、一部の富裕層や大企業に富が集中し、格差が拡大しています。広がる貧困と格差を是正するためには、富裕層や大企
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業に対する課税を適正化し、人間の暮らしを支える公正な税制への転換が必要です。
　本集会では、基調講演をはじめ、社会保障の各分野からの報告、パネルディスカッション等を行います。社会保障の充実を求め、不公正
税制の是正、所得再分配の強化、税制の透明化等に向けた取り組みを進めるため、現場から声をあげていきましょう！多くの皆さまのご参
加をお待ちしています。

【日時・場所】
　２月１１日（日）午後１時～午後４時３０分
　徳島県国保会館（徳島市川内町平石若松７８－１）
【参加費】
　無料
【プログラム】
⑴　開会挨拶
　　宇都宮 健児　弁護士（公正な税制を求める市民連絡会共同代表、元日弁連会長）
⑵　基調講演　
　　高端 正幸 氏（埼玉大学大学院人文社会科学研究科准教授）
⑶　現場からの報告
　　竹田 節夫 氏（徳島県生活と健康を守る会連合会事務局長）　　
　　松田 文雄 氏（徳島年金裁判原告団長）　　
⑷　パネルディスカッション
　　【コーディネーター】
　　 猪股 正 弁護士（公正な税制を求める市民連絡会事務局長）
　　【パネリスト】
　　宇都宮 健児 氏（公正な税制を求める市民連絡会共同代表、元日弁連会長）
　　 高端 正幸 氏（埼玉大学大学院人文社会科学研究科准教授）
　　 森口 英昭 氏（徳島県労働組合総連合事務局長）
　　 山本 泰夫 氏（徳島県商工団体連合会　副会長）
⑸　質疑応答
⑹　閉会挨拶
　　堀金 博 弁護士（働くもののいのちと健康を守る徳島県センター理事長）

チラシのダウンロード→こちら
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【書籍】『奨学金　借りるとき返すときに読む本』出版のお知ら
せ
当事務所の鴨田譲弁護士が事務局長を務める埼玉奨学金問題ネットワークから『奨学金　借りるとき返すときに読む本』（弘文堂）が出版
されました。

主に、最も利用者の多い日本学生支援機構の奨学金について、借りるときに注意すべき点、返済が難しくなった際の救済制度、延滞すると
どのようなことが起こるのか、実際の日本学生支援機構との裁判例などについて紹介しています。

是非御一読下さい。

インターネットからの購入はこちらから（弘文堂ホームページ）

※なお、定価1728円（税込）ですが、当事務所内では1500円（税込）で販売しておりますので、事務所にいらっしゃる方はそちら
をご利用下さい。

『奨学金　借りるとき返すときに読む本』
柴田　武男 編・ 鴨田　譲 編　　埼玉奨学金問題ネットワーク 著

【奨学金を使いこなすための完全ガイド】
日本の奨学金が未成年者を対象としたローンであり、返済できないと訴訟トラブルに発展する現状が社会問題となっています。

しかし、正しい知識を持ち、無理なく利用すれば、奨学金は進学の心強い味方です。本書は二部構成で、第一部では奨学金を借りる前に知っ
ておきたい基礎知識と賢い利用方法を紹介し、第二部では返済に行き詰まったときになにが起こるか、どう対処すればよいのか具体的に説
明しています。

奨学金を賢く利用して夢をかなえるために、本人はもちろん保護者や教職員も必読の一冊です。
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雪景色
暮れの２５日と２７日に身近な人が亡くなり、年明け早々に通夜・告別式が続きました。
その２人は昭和４７年７月８日の私の結婚式の、前夜と、そして当日に、
あることでそれぞれ忘れられない出来事をしてくれたのです。
その内容は言えません。

１人は妻の叔父であり７３才。１人は私と中学の同級生の女性です。
叔父とはその出来事が私の心のわだかまりとなり、
以後亡くなるまで顔を会わす機会があっても殆ど会話がありませんでした。
同級生からは亡くなる数日前に久しぶりに電話があったのです。
一声聞いた時に何故か予感がしたのです。
再度こちらから電話をしたときには、「今朝亡くなりました。」という娘さんの言葉でした。

深い心の苦みを感じています。何かやり残したのだろうか、最後に何を思ったのだろうか、などと考えると・・・・。
残された者はそうした人の想いを心のどこかにしまって生きていくのかと、取り留めもなく気持ちが揺れるのです。

何があってもおかしくない年齢を迎えました。新年早々無粋な話です。ごめんなさい。

２人とも雪国の生まれでした（２２日の夜の雪景色を見ながら）。

弁護士　梶山　敏雄

１月２７日（土）税金･国保料 全国いっせい 滞納・差押ホッ
トラインを実施します。
社会保障の国民負担増、サービス削減が進められ、貧困と格差が拡大するもとで、「高すぎる国保料」や「税金」等を払えず、「給料のほ
ぼ全額が差し押さえられ、暮らしていけない」などの声や相談が、次々に寄せられています。
一括返還をせまる強引な徴収が行われている自治体も増えています。特に、国保料の滞納による「差押」は大きく増加しています。
私たちは、いのちとくらしに直結する深刻な滞納・差押問題について、お困りの方からの声をおうかがいし、問題解決に向けた取り組みを
すすめるため、「全国いっせい相談活動」を、実施します。
相談は無料です。ぜひ、お気軽にご相談ください。
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◆相談日
1月27日（土）10時～18時

◆相談窓口(フリーダイヤル) …お近くの相談窓口につながります
0120-110ｰ458　「ひゃくとうばん、しんどいのいや(110番。しんどいのイヤ)」
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チラシのダウンロードはこちらから。

◆取扱団体
中央社会保障推進協議会（中央社保協）
〒110-0013　東京都台東区入谷1-9-5　日本医療労働会館  5F  TEL  03-5808-5344　　FAX
03-5808-5345
(共催団体）滞納処分対策全国会議
全国クレサラ・生活再建問題対策協議会
全国クレサラ・生活再建問題被害者連絡協議会

E-mail： k25@shahokyo.jp　※メールでのご相談は左記のアドレスをご利用下さい。

 

氷の花
 

これはなんだかわかりますか。
私は一瞬、ビニール袋が落ちているのかと思ってしまいましたが、触ったら凍っていました。

霜柱だそうです。
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普段見かける霜柱とは、かなり違いますが、
シモバシラ（シソ科、多年草）という植物の根から吸い上げられた水分が、
枯れた茎からしみ出し、冷たい外気に触れ、凍っていくことでできるのだそうです。

つまりシモバシラにできた霜柱です。
このような霜柱を「氷の花」とも言うようです。

こちらはまさに、花が咲いているようでした。

氷の花は、気温が氷点下、地中の水分が多い、雨や雪が降っていない、強風が吹いていないなど、さまざまな条件
が揃わないと見られないそうです。

山道から少し外れた所にあったので、教えてもらわないと、危うく見過ごすところでした。
自然がおりなす美しい芸術品を見られて、
勇気を出して、寒い中、出かけてみてよかったです。

改めて自然の素晴らしさを感じることができました。

事務局　Ａ
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